
 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童の意識を毎学期調査 

教職員が学級経営の実態を自ら評価・

改善するための根拠として、「ふりかえり

アンケート」を毎学期末に実施していま

す。教職員個人の感覚的理解ではなく、

児童の実態をもとに、学級経営を見直す

ための中心資料として学校全体で活用し

ています。個人・学級・学年・学校それ

ぞれの視点から、実態と変容を詳細に分

析するための意識調査としています。同

じ質問項目で毎学期調査することで、そ

の変容を計測できるようにしています。

す。 

児童の実態・変容を把握・分析 

調査項目毎の実態をもとに、指導の成果を検証していま

す。学級別の変容を分析して、児童の意識が望ましい方向

に変容している学級を抽出し、指導法の研究に役立ててい

ます。また、自己肯定感や共感的人間関係に関わる調査項

目の平均値をもとに個人の現状を分析図にプロットし、児

童一人一人に対する指導の充実に活用しています。 

学級経営や指導方法についての悩みや疑問点を

教職員が互いに出し合います。グループ協議によ

って、互いの考えやノウハウを共有し、指導力を

高め合っています。「SHINKAI 知恵袋」は、その

学び合いをQ&A 方式のノウハウ集にまとめたも

ので、本校職員がいつでも閲覧できるようになっ

ています。ただし、このノウハウ集を完成させる

ことが目的ではなく、教職員同志のコミュニケー

ションや学び合いを活性化するための手段として

とらえ、作成する過程を最も大切にしています。 

学級経営や指導法について協議・ノウハウの共有 

◆ＰＤＣＡサイクルにおける検証・改善アクションの具体例 


